
 

カドミウムの最大基準値案（ステップ３）に対する日本政府の意見（仮訳） 
(H15.12.15 コーデックス事務局に提出) 

 
（背景） 

 

コーデックス委員会 

 

１．2003年３月第35回コーデックス食品添加物・汚染物質部会（CCFAC）は、第26回総

会に対して、精米、大豆、軟体動物（頭足類を含む）及び落花生の最大基準値原案

をステップ３に戻すこと、また、果実；小麦；牛、豚、羊及び鶏の肉；馬肉；ばれ

いしょ；茎菜及び根菜（セロリアック及びばれいしょを除く）；葉菜、ハーブ；食

用キノコ；セロリアック；その他野菜（食用キノコ及びトマトを除く）のカドミウ

ムの最大基準値原案をステップ５として採択するよう求めることを決定しました。

しかし、2003年6月に開催された第26回総会は、ステップ５として採択することが求

められた品目をステップ３に戻しました。 

 

FAO/WHO合同食品添加物専門家会議（JECFA） 

 

２．2003年６月に開催された第61回JECFAは、2000年６月の第55回会議以降に提出され

たデータに基づく毒性評価を行い、現行の暫定週間耐容摂取量（PTWI）を改正する十

分な根拠が見当たらないと結論づけ、7 µg/体重kg/週を維持しました。 

 

３．第55回JECFAは、５つの地域（中東、極東、アフリカ、ラテンアメリカ、ヨーロッ

パ）の食品摂取量のデータと、いくつかの国や地域の食品中のカドミウム濃度を用

いて、食品からのカドミウムの摂取量を推定しました。JECFAは、２つの国及び１つ

の地域で肝臓や腎臓のような畜産物の内臓が食品の中で最もカドミウム濃度の平均

値が高いことを見出しましたが、食品からのカドミウムの摂取量に対する寄与は小

さいことを示唆しました。第61回JECFAは、摂取量の推定結果に基づき、米、小麦、

塊茎類、軟体動物が５つの地域のうち少なくとも１つの地域において暫定週間耐容

摂取量の10%を、葉菜以外の野菜が２つの地域において暫定週間耐容摂取量の5％を

超えると結論づけました。しかしながら、2002年３月の第34回CCFACにおいて決定さ

れたリスク評価の方針に従ったカドミウムの摂取量の推定、すなわち、最大基準値

原案とこれを挟む上下の３つの値を用いたカドミウムの摂取量の推定は行われませ

んでした。 
 
（意見） 
 
４．我々は、CCFACにおけるカドミウムの最大基準値の検討は、「食品中の汚染物質と

毒素に関する一般規格」（以下「GSCTF」）第１章第４節の３に規定されているとお

り、JECFAのリスク評価に基づいて行われるべきと考えています。第61回JECFAは、

第34回CCFACの要請に応えて、食品からのカドミウムの摂取量の推定を行うはずでし

たが、カドミウムの摂取に対して寄与があると思われる食品群のカドミウム濃度の

分布曲線の作成、基準値原案とこれを挟んだ上下の３つの値を用いた摂取量の推定

を実施しませんでした。我々は、JECFAがこのような評価とこれに基づくリスク判定

の遂行を求められるべきであると考えています。 

 



 

５．第26回コーデックス総会において、最大基準値原案をステップ８に進めるために

CCFACの作業を急ぐ要請があったことを踏まえ、日本は、CCFACにおける議論を促進す

ることを目的として、日本で実施された農作物や軟体動物に含まれるカドミウムの実

態調査のデータを用いて、カドミウムの摂取量の推定とALARAの原則に則った適切な

最大基準値の推定を行いました。また、我々は2001年にデンマークが準備したワーキ

ングドキュメントに掲載された他国のカドミウム実態調査結果も参考にしています。

我々の意見には、(1)食品又は食品群に含まれるカドミウムの最大基準値原案の修正

に関する提案、(2)食品からのカドミウムの摂取量の推定に関する情報が含まれてい

ます。 
 
（コメントの概要） 
 
６．我々は、日本で実施した農作物や軟体動物に含まれるカドミウム実態調査の結果

を用いて、ALARAの原則に則り、表２に示すような適切な最大基準値を推定しました。

GSCTFの附属書Ⅰは、「汚染物質に対する最大基準値の設定」において「毒性学的な

見地から、受け入れ可能であれば、食品生産及び貿易・取引における不要な中断を

避けるため、最大基準値は通常の変動幅よりやや高いレベルに設定されること」と

しています。なお、2002年11月にJECFAに提出した農作物等に含まれるカドミウム実

態調査結果のデータには、汚染地域で生産された農作物のデータは含まれていませ

ん。 
 
７．我々はさらに、CCFACで基準値の検討が行われている農作物や軟体動物の消費量と

カドミウム濃度のデータに基づき、統計的手法を用いて現状の食品からのカドミウ

ムの摂取量を推定しました。また、現在ステップ３の最大基準値原案と、日本政府

の修正案（表２参照）のそれぞれに基づいたカドミウムの摂取量を推定しました。

その結果（別添報告書参照）、コーデックスの最大基準値原案に基づいたカドミウ

ム摂取量と日本の修正案に基づいたカドミウム摂取量の間に顕著な差異は認められ

ませんでした。 
 
 

 
 
（カドミウムの最大基準値に関する修正案） 
 

 野菜 

食品 
コーデックス原案（Step3）

(mg/kg) 
日本の修正案 

(mg/kg) 
鱗茎類 0.05 0.1 
葉菜 0.2 0.1 

ホウレンソウ 0.2 0.3 
ニンニク 0.05 0.2 
ゴボウ 0.1 0.2 
サトイモ 0.1 0.3 

ナス 0.05 0.1 

オクラ 0.05 0.2 
トマト ---- 0.05 



 

 
 
 
 
 

 大豆 

食品 
コーデックス原案（Step3）

(mg/kg) 
日本の修正案 

(mg/kg) 
大豆 0.2 0.5 

 
８．主要な３ヶ国から日本に輸入された大豆中のカドミウム濃度の調査結果を見ると、

コーデックスの原案に対する国別の超過率の最大は13 ％、３ヶ国全データにおける

超過率は7 %となっています。 

 
 小麦 

食品 
コーデックス原案（Step3）

(mg/kg) 
日本の修正案 

(mg/kg) 
小麦 0.2 0.3 

 
 

 精米 

食品 
コーデックス原案（Step3）

(mg/kg) 
日本の修正案 

(mg/kg) 
精米 0.2 0.4 

 
９．日本では、以下の理由から、土壌が汚染された地域の特定や汚染土壌の除去など

による汚染米の生産防止対策をリスク管理として実施してきました。 

 

(1) 米は畑作物と異なり、水田を湛水する日本特有の伝統的な営農形態で栽培され

ており、他の農作物に代替することが容易ではないこと、 

(2) 主として過去に鉱山排水が混入した河川水をかんがい水として用いたことに起

因する土壌汚染によって、米のカドミウム汚染が発生していること、 

 

これらのリスク管理対策は、GSCTFの第１章第３節「食品中の汚染物質に関する一般

原則」に規定されている「例えば環境中の低減など、汚染源における食品中の汚染

を防止する。」にも沿うものです。 

 

１０．我が国では、昭和44年に以下のことが明らかにされました。 

 

(1) 米に含まれるカドミウム濃度が0.4 mg/kgを超えていることは、土壌が人為的に

カドミウムに汚染されている指標として考えられること、 

(2) 0.4 mg/kg未満のカドミウム濃度は、人為的もしくは産業活動による汚染がなく

とも、米に含まれる可能性のあるレベルであること。 

 

0.2 mg/kg以上のカドミウムを含む米が生産される可能性のある面積は、0.4 

mg/kg以上のカドミウムを含む米が生産される面積に比べ格段に大きくなります。

したがって、最大基準値を不必要に低い値に設定することは、汚染防止対策の実行



 

可能性が低くなるおそれがあります。他方、0.4 mg/kgという最大基準値は、カド

ミウムに汚染された米の流通防止対策を実行するために適当であり、また、技術的、

経済的な観点からも合理的と考えられます。なお、ヨーロッパにおいても、米に含

まれるカドミウム濃度の基準値原案に対する超過率が7～10%に達している国があ

ります。 

 

 ばれいしょ 

１１．我が国のカドミウム実態調査において、皮付きでも0.5mg/kg以下であることから、

「ばれいしょ（皮むき）」として別扱いせずに、「根菜及び茎菜」と同様に取り扱

うべきと考えます。 

 

（摂取量の推定） 

 

１２．我々は、日本における農作物や軟体動物の消費量とカドミウム濃度のデータに

基づき、統計的手法を用いて現状のカドミウムの摂取量を推定しました。また、

現在ステップ３の最大基準値原案と、ALARAの原則により作成された日本政府の修

正案（表２参照）のそれぞれのケースに基づいたカドミウムの摂取量を推定しま

した。（別添報告書シナリオ３，６参照）  

 

１３．カドミウムの摂取量の推定に当たっては、平成７年から平成12年までの６年間の

国民栄養調査のデータとカドミウム実態調査の結果を、それぞれ食品の消費量、カ

ドミウム濃度のデータとして用いました。食品の消費量及びカドミウム濃度の理論

的な分布として対数正規分布を仮定し、モンテカルロ法を用いて、食品毎に消費量

とカドミウム濃度の値をそれぞれの分布から任意に抽出して掛け算を行うことに

よりカドミウムの摂取量を計算し、求められた食品毎の摂取量を合計しました。こ

のような計算をシナリオ毎に10万回行いました。 

 

１４．表１と図１に、体重1 kg当たり１週間当たりのカドミウム摂取量を示していま

す。 
 
 

表 1. カドミウム摂取量の推定 

  コーデックス原案（ｽﾃｯﾌﾟ 3） 日本の修正案 

平均 2.76–3.07 2.98–3.29 
50 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 2.37–2.68 2.48–2.79 
90 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 4.72–5.05 5.23–5.53 
95 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 5.75–6.10 6.54–6.88 

                                                      単位: µg/体重 kg/週 

 



 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上の結果から、以下のことが明らかになりました。 

 

 日本の修正案を適用した場合のカドミウム摂取量の平均値は、約3.3 µg/体重kg/

週であり、コーデックス原案を適用した場合のカドミウム摂取量の平均値であ

る約3.1 µg/体重kg/週と比較して大きな差はない。 

 日本の修正案を適用した場合のカドミウムの摂取量は、95パーセンタイルでも

JECFAが設定した暫定週間耐容摂取量PTWI（7 µg/体重kg/週）を下回っている。 

 

１５．我々は、最大基準値の修正案が消費者の健康を保護するものであると確信して

います。 

 

 

（食品群の明確化に関する提案） 

 

１６．食品及び動物飼料に関するコーデックス分類における「軟体動物」の定義は、

「軟体動物（頭足類を含む）」となっています。「ホタテガイ類」と「頭足類」に

ついては、最大基準値を適用する部位を明確にする必要があるので、我々は、「軟

体動物」の分類を「海産二枚貝」、「ホタテガイ類」、「頭足類」の３つに区分す
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図 1. カドミウム摂取量の推定 



 

るするとともに、それぞれの備考欄に以下のとおり記述することを提案します。 

 「海産二枚貝」に「ホタテガイを除く」を明記。 

 中腸腺は、通常流通する前に取り除かれ、食品として摂取しないので、「ホタテガ

イ類」に「中腸腺を除く」を明記。 

 頭足類の内臓を食品として摂取することは極めてまれであり、摂取したとしても、

カドミウム摂取に対する寄与が小さいことから、「頭足類」に「内臓を除く」を明

記。 



 

 

表 2: カドミウム最大基準値の提案 
 

コード 食  品 最大基準値
(mg/kg) 備  考 

FC 0001 
FP 0009 
FS 0012 
FB 0018 
FT 0026 
FI 0030 

果実 

0.05 

 

GC 0654 小麦 0.3  
MM 0097 
PM 0110 

牛、豚、羊及び鶏肉 0.05  

MM 0816 馬肉 0.2  
VR 0075 
VS 0078 
VA 0035 
VL 0053 

根菜 
茎菜 
鱗茎類 
葉菜 

0.1 セルリアック、ばれいしょ、ゴボ

ウ、サトイモ、ニンニク、ホウレ

ンソウを除く 

VR 0578 
VR 0575 
VA 0381 

セルリアック 
ゴボウ 
ニンニク 

0.2  

VR 0505 
VL 0502 

サトイモ 
ホウレンソウ 

0.3  

VB 0040 
VC 0045 
VO 0050 
VP 0060 
VD 0070 

アブラナ科野菜 
ウリ科果菜 
その他果菜 
豆類 
豆科野菜 

0.05 食用キノコ、トマト、ナス、オク

ラ、大豆を除く 

VO 0440 ナス 0.1  
VO 0449 
VO 0442 

食用キノコ 
オクラ 

0.2  

VD 0541 大豆 0.5  
HH 0726 ハーブ 0.2 新鮮なもの 
CM 0649 精米 0.4  
SO 0697 落花生 0.2  
IM 0151 海産二枚貝 1.0 ホタテガイ類を除く 
IM 1005 ホタテガイ類 1.0 中腸腺を除く 
IM 0152 頭足類 1.0 内臓を除く 

 




